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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和元年１１月から令和２年１月までに開催された第４回定例会・第１０回臨時会・令和２年
第１回臨時会で審議された内容について関心が高いと思われるものについて、いくつか報告いたします。

■ タクシー運賃の自動認可運賃及び公定幅運賃の早期改定認可を求める意見書
■ 地域医療構想に関する意見書
■ 令和元年台風19号等からの復旧・復興に向けた対策を求める意見書
■ スマート農業の実現による競争力強化の加速を求める意見書

下記４件の意見書を可決しました意見書

第４回
定例会

令和元年度 虻田郡倶知安町一般会計補正予算（第５号）
を可決

　歳入歳出それぞれ139万円を減額し、歳入歳出予算の総
額を93億8722万円としました。
　可決された主な補正予算の内容は下記のとおり。

■ ふるさと寄附金業務委託料・・・・・・・・・3414万円
■ ふるさと応援基金積立金・・・・・・・・・・2498万円
■ 全道・全国小中学校体育競技大会出場費補助金 195万円
■ メインアリーナ分離型センサー改修工事・・・110万円
■ 東小学校教室黒板設置工事・・・・・・・・・・92万円
■ ノースパークタウン春棟長寿命化等改善工事　△3962万円
■（仮称）北陽団地通道路新設工事・・・・・・・△747万円
■ 倶知安町議会議員選挙費・・・・・・・・・△535万円
■ G20観光大臣会合推進費光回線延伸工事・・△500万円
■ 新庁舎建設費工事請負費既設電柱移設工事・・△213万円

議会に関する特別委員会設置に関する決議についてを可決

　定例会最終日に、5人の委員より構成される「議会に関す
る特別委員会」を設置することが可決されました。

※ 詳細については22ページをご覧ください。

議案第10号を「総合計画に関する特別委員会」へ付託

　議案第10号 第6次倶知安町総合計画基本構想及び基本計
画の策定については、議長を除く15名の委員より構成され
る「総合計画に関する特別委員会」へ付託されました。

※ 詳細については22ページをご覧ください。

　定例会最終日に、下記8名の方が当選されました。

選挙管理委員
　旭　　晴美 氏　　尾形　美保子 氏
　小野　幸子 氏　　山田　英男 氏

選挙管理委員補充員

　第１順位　菊地　　勇　氏　　第３順位　山本　晶子　氏
　第２順位　山品　幸子　氏　　第４順位　福家　直人　氏

選挙管理委員及び補充員の選挙

　定例会最終日に、下記2名の方が人権擁護委員の適任者と
して答申されました。

　諮問第１号　　伊達　　惠　氏

　諮問第２号　　初山　真一郎　氏

諮問第1号・諮問第2号を答申可決

厚生文教常任委員会の陳情審査報告
（採択すべきものと決定）

陳情第２号
　地方自治法第99条に則って文科省並びに独立行政法人
　日本学生支援機構に対する「貸与型奨学金の抜本的改革
　促進に関する意見書」上申に関する陳情書

＜陳情の趣旨＞
　大学の入学金・授業料は大幅に値上がりする一方、学生
の勉学活動を経済的に支援するはずの奨学金が、貸与型で
あることから多くの若者が奨学金返済問題に苦しんでいる
状況。
　高等教育への公的支出の大幅な増額が必要であり早急な
実施とともに、これまでの奨学金政策により多額の返済金
をかかえ苦しむ若者たちの救済が緊急を要する。

＜審査の結論＞
　陳情趣旨について陳情者から趣旨説明の聴取を行い、そ
の後陳情者から陳情内容の一部訂正を受け、委員間の討議
の結果、これまでの奨学金政策による多額の返済金をかか
え苦しむ若者たちが救済される負担軽減措置が必要と認識
した。
　よって、意見書を提出すべきであるとの意見で一致し、
委員会内では全会一致で採択すべきものと決定した。

　なお、第４回定例会において、委員長報告に対し起立多
数で採択されました。
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　令和元年第７回臨時会で可決された、北海道新幹線延伸に
伴う第1倶登山橋の架け替え工事請負契約について、旧橋梁
の柵渠撤去に伴う金額の変更が可決がされました。

変更前の契約金額・・・・・・・・・・・1億1033万円
変更後の契約金額・・・・・・・・・・・1億1147万円
契約の相手方　瀬尾・白木・横関経常建設共同企業体
工事の完成　　令和 2年 3月20日

町道西３丁目南通・第１倶登山橋橋梁下部工事請負契約の
 変更についてを可決

第10回
臨時会

盛多 勝美 議長は採決に加わりません。○は賛成、×は反対、△は退席、ーは欠席

審議された全15の議案のうち、賛否の分かれた議案のみ掲載しています。ほかの議案については、
全員賛成しました。各議員の賛否
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第４回　定例会

採択
前回より継続審査の陳情第２号　地方自治法第９９条に則って文
科省並びに独立行政法人日本学生支援機構に対する「貸与型奨
学金の抜本的改革促進に関する意見書」上申に関する陳情書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

第１回
臨時会

令和元年度 虻田郡倶知安町一般会計補正予算（第６号）
を可決

　令和２年度以降における学校給食センター調理等業務委託
事業の債務負担行為の補正として、下記の事項の金額が補正
されました。

■ 地産地消食育推進施設（学校給食センター）調理等業務　 
    委託事業・・・・・・・・・・・・・２億1600万円

    ※ 期間は令和２年度から令和４年度まで

請願第２号の取り下げを許可

　総務常任委員会へ付託されていた、請願第２号「所得税法
第５６条の廃止を求める意見書」提出についての請願書につ
いては、請願者より取り下げの申出書が本町議会へ提出され
たことにより、取り下げを許可しました。

 公共下水道倶知安町下水終末処理場中央監視制御施設
 電気設備更新工事請負契約の締結についてを可決

　下水終末処理場中央監視制御施設の電気設備更新工事の
ため、下記の請負契約の締結について可決されました。

契約の方法     条件付一般競争入札
契約金額　　  1億5620万円
契約の相手方　北海道三菱・内山経常建設共同企業体
工事の完成　　令和 3年 2月25日

陳情第２号の一部訂正を許可

　厚生文教常任委員会へ付託されていた、陳情第２号地方自
治法第99条に則って文科省並びに独立行政法人日本学生支
援機構に対する「貸与型奨学金の抜本的改革促進に関する意
見書」上申に関する陳情書については、陳情者より一部訂
正の申出書が本町議会へ提出されたことにより、一部訂正を
許可しました。

請願第３号を「経済建設常任委員会」へ付託

　令和元年11月11日付けで本町議会へ「無電柱化推進条
例」及び「無電柱化推進計画」に関する請願書が提出されま
した。
　内容としては、電柱は景観を損なうのみならず、自然災害
に弱いことや外国人旅行者からの評価が下がることによる
経済的な損失をもたらすことが懸念されることから、準都市
計画地域及び景観形成地区において、町に「無電柱化推進条
例」及び「無電柱化推進計画」の策定と公表を行うことを要
望するものです。
　本請願書は、経済建設常任委員会へ付託され継続して審査
をすることが議決されました。

※ 詳細については21ページをご覧ください。
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　　　町政を問う！！

14人の議員が48問の一般質問を行いました

佐藤　英俊　議員・・・５ページ
　① 住民の町内視察の実施について
　②「倶知安町町内会等への加入及び参加を促進する条例」
　　 制定後における町内会の実態等について
　③ 町備品関係の修理・修繕などの管理体制について

小川　不朽　議員・・・６ページ
　①「庁議」意思決定プロセスの透明化のために
　② 旧倶知安保育所の跡地利用は

笠原　啓仁　議員・・・７ページ
　①『景観行政団体』目指してみてはどうですか
　②『会計年度任用職員制度』正しい運用で待遇改善をしっ　
　　   かりと
　③『子ども・子育て支援』その後どうなっていますか
　④『新年度予算』編成にあたっての方針は
　⑤『厚生病院の改築費』負担問題はどうなりましたか

原田　芳男　議員・・・８ページ
　①「北海道倶知安宣言」をどう生かすのか
　② 住民の暮らし応援を
　③ 子どもへのインフルエンザ予防接種の補助を
　④ ６５億といわれる上水道の改修、増設計画について
　⑤ 通学バスの改善を

一般質問１日目（１２月９日）

一般質問２日目（１２月１０日）

一般質問３日目（１２月１１日）

会議録を閲覧するには、こちらから検索が可能です。

鈴木　保昭　議員・・・９ページ
　① 今後の財政　　　　　⑥ 住民の安全・安心
　② 厚生病院　　　　　　⑦ 札幌冬季オリンピック
　③ 道路環境　　　　　　⑧ 文化福祉センター
　④ 定住人口の増加策　　⑨ 全国学力テスト
　⑤ 春夏秋の観光政策　　⑩ 図書館について

坂井　美穂　議員・・・１０ページ
　① 転ばぬ先のフレイル予防ー地域全体で対策を
　② 防災ー自ら守る取組み
　③ 風疹拡大防止

冨田　竜海　議員・・・１１ページ
　① 寒冷地生活ガイドライン作成について
　② 町内の路上駐車対策と駐車場整備計画について
　③ 東京オリンピック・パラリンピック２０２０に向けたパ
　　 ブリックビューイング条例の制定について
　④ 行政におけるキャッシュレス推進について

波方　真如　議員・・・１２ページ
　① オリンピック開催についてこの町の係わり方は

森　　禎樹　議員・・・１３ページ
　① スキー振興について
　② 小中学校並びにスポーツ施設の設備充実について

作井　繁樹　議員・・・１４ページ
　① 上・下水道事業の課題
　② 恒久的財源確保と応急的財源確保

木村　聖子　議員・・・１５ページ
　① 地域モビリティ（移動手段）の確保、交通弱者の支援策
　　 について
　② 行政機構の考え方について
　③ オーバーツーリズムの課題、量と質のバランスをどのよ
　　 うに図るか

古谷　眞司　議員・・・１６ページ
　① 放課後児童クラブの未来像と実現
　② ひらふ地区の住居表示への変更について

門田　　淳　議員・・・１７ページ
　① 騒音・治安維持の対策
　② 域内交通・地域間の交通体系について

一般質問４日目（１２月１２日）

田中　義人　議員・・・１８ページ
　① G２０観光大臣会合を終えて
　② 今後に向けた景観条例の改正を
　③ 水道政策の考え方は
　④ 誰のためのスキー場なのか
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備品一つにしても職員の意識が問われる
（文化福祉センターロビー内）

大規模な開発が進み、町民からの関心も高い
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「庁議」 意思決定プロセスの透明化のために

町長　伝えることは、まだまだ不十分
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①
こ
れ
ま
で
の
庁
議
の
開
催
状
況

に
つ
い
て
。

②
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
庁

議
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
か
。

③
議
事
要
旨
が
遅
滞
な
く
町
民
に

公
開
で
き
て
い
る
か
。

町
長

①
庁
議
の
開
催
状
況

　

５
月
に
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上

げ
に
係
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の

対
応
に
つ
い
て
、
６
月
に
旧
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
売
却
に
つ
い
て
、
７
月

に
は
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
売
却

と
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
審
議
し

た
。
８・９
月
は
付
議
案
件
が
な
く
、

10
月
に
は
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
等
に
つ
い
て
事
業
進
捗
に

関
す
る
報
告
を
し
て
い
る
。

②
所
期
の
目
的
の
達
成

　

所
期
の
目
的
で
あ
る
、
町
長
の
意

思
と
し
て
決
定
を
要
す
る
町
の
政

策
、
重
要
施
策
の
方
向
性
及
び
推

進
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
審
議
・
決

定
ま
で
の
意
思
決
定
過
程
の
透
明
化

を
図
り
、
町
の
取
り
組
み
状
況
を

町
民
の
皆
様
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
と
、
私
自
身
、
職
員
自
身
も

認
識
し
て
い
る
。
実
施
方
法
等
に
つ

い
て
も
さ
ら
な
る
検
討
を
し
て
、
進

化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

③
議
事
要
旨
の
公
開

　

庁
議
終
了
後
１
カ
月
を
め
ど
と
し

て
公
表
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
庁
議
に
係
る

議
事
要
旨
を
で
き
る
限
り
早
く
町
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
。

　

現
状
に
お
い
て
、
議
事
要
旨
の

公
開
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
と

な
っ
て
い
る
が
、
役
場
１
階
の
町
民

ホ
ー
ル
に
掲
示
す
る
な
ど
、
広
く

周
知
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

倶知安町公式ホームページより
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笠
かさはら

原　啓
け い じ

仁　議員

「景観行政団体」 目指してみてはどうですか

町長　移行に向けた準備を新年度から進める

問
　

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
行
政
団

体
と
な
る
こ
と
を
本
町
と
し
て
目

指
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

道
内
で
は
、
既
に
札
幌
市
を
は

じ
め
17
市
町
が
同
団
体
と
な
っ
て
い

る
。
後
志
管
内
で
は
小
樽
市
と
黒

松
内
町
が
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
も
景
観
行
政
団
体
と
し
て
、

町
全
体
の
景
観
形
成
を
図
っ
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

し
て
い
る
。

　

ニ
ー
ズ
量
に
あ
わ
せ
た
具
体
的
な

施
策
の
素
案
策
定
作
業
に
つ
い
て

は
、
12
月
下
旬
ま
で
に
終
え
、
１
月

開
催
予
定
の
第
２
回
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
に
諮
り
、
年
度
末
ま
で
に
終

え
る
予
定
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

問①
「
土
曜
保
育
」

　

本
町
の
新
た
な
子
育
て
制
度
は

来
年
４
月
で
３
年
目
に
入
る
が
、

未
だ
に
め
ぐ
み
・
藤
で
の
「
土
曜
保

育
」
は
未
実
施
の
ま
ま
だ
。
い
つ

ま
で
こ
の
状
態
が
続
く
の
か
。
何

度
も
言
う
が
、
本
気
で
や
ら
な
い

と
「
新
た
な
子
育
て
制
度
は
失
敗
」

と
い
う
事
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

ろ
そ
ろ
私
の
提
案
（「
土
曜
保
育
」

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
平
日
は
３
園
が
受
け
入
れ
、

土
曜
の
み
『
ぬ
く
ぬ
く
』
が
預
か

る
）
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
こ
の
問
題
の
解
決
な
し
に

町
長
の
公
約
で
あ
る
「
く
っ
ち
ゃ
ん

子
条
例
」
の
制
定
は
あ
り
得
な
い
。

　
「
土
曜
保
育
」
実
施
に
向
け
た
今

年
６
月
以
降
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
来
年
４
月
以
降
の
見
通
し
は
。

②
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」

　

町
は
昨
年
12
月
に
子
ど
も
の
貧

困
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

実
態
調
査
か
ら
１
年
が
経
っ
た
。
こ

の
間
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長

①
今
年
６
月
以
降
の
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
10
月
９
日
・
21
日

に
町
と
３
幼
稚
園
の
園
長
で
、
来

年
度
の
保
育
実
施
に
係
る
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
た
。

　

令
和
２
年
度
の
土
曜
保
育
の
実

施
に
関
し
て
、
来
年
４
月
以
降
の

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
め
ぐ
み
・
藤

の
両
園
か
ら
、
実
施
は
難
し
い
状
況

に
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

町
内
全
て
の
認
定
こ
ど
も
園
で

土
曜
保
育
を
完
全
実
施
す
る
こ
と

が
町
の
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
３
歳
以
上
の
全
て
の
子
ど

も
が
幼
児
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
町
内
全
て
の
認
定
こ

ど
も
園
が
保
護
者
の
選
択
肢
と
な

り
得
る
よ
う
、
今
後
も
土
曜
保
育

に
つ
い
て
２
園
と
協
議
を
継
続
し
て

い
く
。

②
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
結
果

の
詳
細
の
分
析
に
つ
い
て
は
委
託

業
者
と
と
も
に
進
め
、
ほ
ぼ
完
了

町
長

　

本
町
は
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

秀
峰
羊
蹄
山
を
は
じ
め
、
ニ
セ
コ
連

峰
、
清
流
尻
別
川
な
ど
、
雄
大
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
先

人
た
ち
が
こ
の
地
に
開
拓
の
鍬
を
入

れ
た
時
か
ら
自
然
の
恩
恵
を
受
け
、

今
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
と
文
化
を

築
き
上
げ
て
き
た
。

　
一
方
で
、
近
年
は
大
型
の
リ
ゾ
ー

ト
開
発
に
伴
い
、
自
然
地
へ
の
開
発

が
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た

市
街
地
に
お
い
て
も
、
10
年
後
の
新

幹
線
駅
開
業
を
見
据
え
た
土
地
売

買
の
動
き
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
守
り

築
き
上
げ
て
き
た
も
の
へ
の
危
機
感

も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情

勢
の
変
化
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
素
晴
ら

し
い
自
然
環
境
と
暮
ら
し
、
文
化

を
子
・
孫
・
そ
の
先
の
世
代
ま
で
大

切
に
守
り
、
育
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
こ
の
町
へ
の
誇
り
と
愛
着

の
意
識
を
高
め
、「
こ
こ
が
ふ
る
里
」

と
誇
れ
る
想
い
を
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。

　

景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行
に
つ
い

て
は
、
倶
知
安
町
が
み
ず
か
ら
責

任
を
持
っ
て
景
観
づ
く
り
を
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
町
内
外
に
宣
言
す

る
も
の
だ
。
主
体
性
を
持
っ
て
景
観

形
成
を
図
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
あ

わ
せ
て
必
要
と
な
る
景
観
計
画
の
策

定
と
と
も
に
、
新
年
度
よ
り
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て

い
く
。

「
新
年
度
予
算
」

  

編
成
に
あ
た
っ
て
の
方
針
は

問
　

新
年
度
予
算
は
、
町
長
に
と
っ

て
自
ら
編
成
す
る
初
め
て
の
予
算
。

今
回
の
予
算
は
、
前
任
者
と
の
政

策
的
な
違
い
を
確
認
す
る
上
で
大

事
な
判
断
材
料
と
も
な
る
。
ど
の

よ
う
な
予
算
に
な
る
の
か
町
民
は

注
目
し
て
い
る
。
今
回
の
予
算
編

成
に
町
長
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で

臨
ん
で
い
る
の
か
。

町
長

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
引
き
続
い
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
い
。
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
必
要
な
予
算
付
け
を
行

う
。

　

加
え
て
、
私
の
信
条
で
あ
る
「
暮

ら
し
に
真
心
、
未
来
に
責
任
」
の

実
現
の
た
め
に
、
気
持
ち
の
こ
も
っ

た
予
算
の
使
い
方
を
意
識
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。
町
長
選
挙
に
掲
げ
た

４
つ
の
政
策
を
予
算
編
成
の
中
で
検

討
し
、十
分
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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原
は ら だ

田　芳
よ し お

男　議員

燃油の価格にかかわらず福祉灯油の実施を

町長　その時点での補正を考えていきたい

問①
倶
知
安
に
住
み
続
け
る
た
め
に
、

要
望
が
多
い
間
口
の
置
き
雪
の
解

消
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

②
福
祉
灯
油
は
燃
油
価
格
が
１

リ
ッ
ト
ル
１
０
０
円
を
超
え
た
ら
支

給
し
て
い
る
が
、
僅
か
な
価
格
差

で
も
支
給
し
な
い
。
制
限
は
取
り

払
い
実
施
す
べ
き
。
町
長
に
伺
う
。

町
長

①
町
が
直
接
的
に
間
口
除
雪
を
行

う
の
は
難
し
い
。
様
々
な
方
法
を
検

討
し
た
い
。

②
燃
油
価
格
が
上
昇
し
た
場
合
、

そ
の
時
点
で
の
補
正
を
考
え
て
い
き

た
い
。

住
民
の
暮
ら
し
応
援
を

　

な
に
よ
り
も
日
頃
の
体
調
管
理
、

栄
養
摂
取
、
手
洗
い
や
う
が
い
な

ど
の
予
防
行
動
も
大
切
。

　

今
後
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
進
め
る
。

65
億
と
い
わ
れ
る
上
水
道
の

　
　
　
　
改
修
・
増
設
計
画

問
　

ひ
ら
ふ
地
区
の
水
不
足
に
係

る
上
水
道
の
改
修
・
増
設
計
画
は

65
億
円
に
の
ぼ
る
。

①
全
体
計
画
と
資
金
計
画
を
明
ら

か
に
。

②
ひ
ら
ふ
地
区
・
町
内
地
区
の
将

来
計
画
は
。
町
長
に
伺
う
。

②
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
と
経
営
戦

略
を
新
年
度
に
着
手
す
る
。
さ
ら

に
収
支
安
定
の
た
め
、
水
道
利
用

加
入
金
、
水
道
料
金
の
改
定
も
検

討
す
る
。

通
学
バ
ス
の
改
善
を

問
　

通
学
バ
ス
は
道
南
バ
ス
へ
の
委

託
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

北
部
地
区
で
は
新
幹
線
の
工
事
車

両
も
含
め
、
交
通
量
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。

　

地
域
住
民
か
ら
危
険
解
消
の
た

め
、
バ
ス
停
を
自
宅
近
く
に
し
て

欲
し
い
と
陳
情
も
出
さ
れ
た
が
、

道
路
事
情
で
大
型
バ
ス
の
交
差
や

方
向
転
換
が
難
し
い
と
の
理
由
で

未
だ
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

　

中
型
バ
ス
や
小
型
バ
ス
で
の
対

応
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

「
北
海
道
倶
知
安
宣
言
」　
　

　
　
を
ど
う
生
か
す
の
か

問
　

G
20
観
光
大
臣
会
合
で
33
項
目

の
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り
組

み
が
「
北
海
道
倶
知
安
宣
言
」
と

し
て
採
択
さ
れ
た
。「
附
属
書
」
で

観
光
の
災
害
な
ど
に
対
す
る
強
靭

性
向
上
に
つ
い
て
４
項
目
の
取
り
組

み
を
提
起
し
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
観
光
の
観
点
か
ら
、

泊
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
。
町
長
に
伺
う
。

町
長

　

今
回
の
「
北
海
道
倶
知
安
宣
言
」

は
観
光
が
世
界
経
済
を
牽
引
す
る

成
長
産
業
と
位
置
付
け
、
持
続
可

能
な
観
光
を
目
指
し
、
33
項
目
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
泊
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
を
求
め
る
必
要
性
は
、
一

度
事
故
が
起
き
れ
ば
地
域
へ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

原
発
は
新
た
に
造
ら
ず
、
既
に

あ
る
も
の
は
可
能
な
限
り
早
期
に

廃
炉
処
理
す
べ
き
も
の
と
強
い
思

い
。
国
に
対
し
て
は
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
確
保
と
可
能
な
限
り
早
期

の
廃
炉
処
理
を
し
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
る
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
予
防
接
種
の
補
助
を

問
　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
２
回
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
て
、
約
７
６
０
０
円
掛
か
る
。

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
黒
松

内
町
の
様
に
、
生
後
６
カ
月
か
ら

中
学
生
ま
で
の
補
助
を
求
め
る
。

町
長

①
山
田
地
区
の
施
設
増
設
の
全
体

計
画
は
10
年
間
で
進
め
る
が
、
老

朽
化
の
１
号
・
２
号
井
戸
の
更
新
、

３
号
井
戸
の
新
設
や
、
さ
ら
に
新

規
の
井
戸
の
掘
削
、
比
羅
夫
送
配

水
池
、
低
・
中
・
高
区
の
配
水
池
の

機
能
集
約
と
増
設
を
実
施
す
る
。

　

計
画
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け

て
６・５
キ
ロ
の
送
配
水
管
と
ひ
ら

ふ
地
区
の
配
水
管
の
整
備
を
行
う

予
定
。

　

資
金
計
画
は
５
年
据
え
置
き
、

40
年
償
還
の
起
債
で
ま
か
な
う
。

上
、
道
路
状
況
を
勘
案
し
児
童
の

安
全
を
第
一
に
、
そ
の
都
度
十
分
に

対
応
す
る
。

町
長

　

新
年
度
か
ら
新
た
に
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
の
予
防
接
種
を
始
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

町
長

　

中
型
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
１
市
４

町
で
構
成
し
て
い
る
胆
振
線
代
替

バ
ス
協
議
会
で
購
入
し
た
バ
ス
で

あ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
は

利
用
で
き
な
い
。

教
育
長

　

通
学
バ
ス
の
ル
ー
ト
や
バ
ス
停

に
つ
い
て
は
保
護
者
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
、
運
行
会
社
と
協
議
の
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鈴
す ず き

木　保
やすあき

昭　議員

財政上の負担を将来世代に先送りしていないか

問
　

支
出
が
収
入
の
範
囲
内
に
納
ま
っ

て
い
る
か
。
外
部
環
境
の
変
化
が

あ
っ
て
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
か
、

弾
力
性
。

　

支
出
を
税
収
で
賄
え
て
い
る
か
、

財
政
力
。
税
収
に
は
安
定
し
た
裏

付
け
が
あ
る
か
、
財
政
基
盤
。
財

政
上
の
負
担
を
将
来
世
代
に
先
送

り
し
て
い
な
い
か
。
そ
れ
が
一
番
大

事
と
思
う
と
こ
ろ
。
借
金
は
ボ
ン

ボ
ン
す
る
。
ツ
ケ
は
後
輩
が
払
う

と
い
う
仕
組
み
に
は
な
ら
な
い
。

　

厚
生
病
院
の
倶
知
安
町
負
担
は

20
億
円
。
予
定
と
し
て
５
億
円
し

か
み
て
い
な
か
っ
た
。
数
年
前
の

５
億
円
が
20
億
円
。
こ
れ
自
体
、

大
変
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
特
定

財
源
も
一
般
財
源
も
ゼ
ロ
。
全
部
倶

知
安
町
が
金
利
を
払
っ
て
ど
こ
か
か

ら
お
借
り
し
て
、
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ぞ
財
政
上
の
負

担
を
将
来
世
代
に
先
送
り
し
て
い

な
い
か
。
町
民
の
希
望
を
と
っ
て
、

何
も
無
し
に
、
た
だ
卓
上
の
理
論

だ
け
で
そ
う
い
う
こ
と
を
決
め
て

は
い
な
い
か
。

　

役
場
新
庁
舎
の
30
億
円
、
ひ
ら

ふ
第
一
駐
車
場
に
35
億
円
、
新
幹
線

に
36
億
円
。
幾
ら
説
得
力
が
あ
る

言
葉
で
言
っ
て
も
、
役
場
全
体
に
響

い
て
い
か
な
い
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー・保
健
福
祉
会
館・

体
育
館
・
プ
ー
ル
に
行
っ
て
、
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
い
て
頂
き
た
い
。

町
長

　

経
費
の
掛
か
る
案
件
が
積
み
重

な
っ
て
き
て
い
て
、
今
年
だ
け
で
は

な
く
去
年
、
一
昨
年
か
ら
も
続
い
て

い
る
。
近
年
の
状
況
の
中
で
、
次
々

と
必
要
な
も
の
が
出
て
き
て
い
る
今

の
現
状
。
一
番
大
事
な
の
は
、
本
当

に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
こ
と
。

　

何
が
大
変
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

や
は
り
見
え
て
こ
な
い
。
今
の
倶
知

安
町
民
、
皆
さ
ん
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
が
、
大
な
り
小
な
り
持
っ
て
い
る

中
で
暮
ら
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
よ
り
地
に
足
を
つ
け
た
、
将
来

こ
う
な
る
か
ら
そ
の
為
に
今
こ
う
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
し
っ
か
り
と

町
民
に
行
き
渡
る
よ
う
な
取
り
組

み
・
姿
勢
が
一
番
大
事
。

で
い
け
ば
28
億
円
程
度
と
い
っ
た
概

算
費
用
の
中
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
の
一
部
、
ど
う
い
っ
た
診

療
科
の
見
直
し
だ
と
か
、
今
後
の

経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、
概
ね
９

月
の
行
政
報
告
を
中
心
に
ご
説
明
・

ご
報
告
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
。

　

そ
う
い
っ
た
や
り
取
り
が
あ
っ

て
、
今
の
倶
知
安
厚
生
病
院
の
み

な
ら
ず
、
北
海
道
厚
生
連
自
体
が

経
営
的
な
部
分
で
の
財
源
確
保
と

い
う
も
の
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
資
料
も
頂
き
な

が
ら
、
出
し
た
く
て
も
出
せ
な
い

と
い
っ
た
結
論
と
い
う
も
の
は
、
今

回
の
改
築
費
用
の
部
分
だ
け
に
関

し
て
は
、
最
終
的
に
は
５
億
円
圧

縮
と
い
う
部
分
。

　

結
局
は
お
金
は
出
せ
な
い
け
れ

ど
も
汗
を
か
い
て
頂
い
た
、
そ
の

努
力
の
結
果
と
し
て
５
億
円
の
圧

縮
に
も
繋
が
っ
た
と
、
私
ど
も
山
麓

の
町
村
長
は
受
け
止
め
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

当
然
、
一
番
疑
問
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
、
今
後
増
え
た
ら
ど
う
す

る
の
か
。
そ
の
額
も
と
い
う
こ
と

は
、
現
段
階
で
の
会
長
を
は
じ
め

専
務
を
中
心
に
、
代
表
権
を
持
っ

て
い
る
方
々
と
の
話
し
合
い
の
中

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
実
施
設
計
で

具
体
的
な
金
額
を
お
示
し
し
て
頂

く
が
、
関
係
自
治
体
で
ご
協
議
を

さ
せ
て
頂
く
と
い
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

町長　「将来の為に今こうしている」ことが
町民に行き渡るような取り組み・姿勢が大事

町
長

　

当
初
、
こ
の
改
築
経
費
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
は
、
厚
生
連
さ
ん

が
描
い
て
い
た
構
想
に
基
づ
い
て
い

く
な
ら
ば
、
40
億
円
程
度
の
も
の

が
掛
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
に
33
億
円
、
そ
し
て
最

終
的
に
は
５
億
円
の
圧
縮
を
伴
っ
た

28
億
円
と
い
う
、
改
築
に
限
っ
た

費
用
の
概
算
が
出
た
と
こ
ろ
。

　

金
額
だ
け
で
な
い
こ
と
は
重
々

承
知
し
て
い
る
。
昨
今
の
社
会
状

況
、
そ
し
て
こ
の
地
域
が
、
こ
の

地
域
の
住
民
が
倶
知
安
厚
生
病
院

に
期
待
し
て
い
る
診
療
科
目
、
そ

う
い
っ
た
機
能
・
役
割
と
い
う
も
の

は
、
今
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

平
成
24
年
に
そ
う
い
っ
た
も
の
を
一

旦
整
理
し
て
い
る
。

　

そ
の
時
の
基
本
的
な
考
え
方
を

も
っ
て
、
今
回
、
倶
知
安
厚
生
病

院
の
方
で
、
厚
生
連
さ
ん
の
方
で

改
築
に
伴
う
見
直
し
を
や
っ
て
頂
い

た
。
ま
だ
ま
だ
高
額
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
さ
ら
な
る
見
直
し
を
図

る
た
め
に
、
そ
の
機
能
を
大
事
に

維
持
し
な
が
ら
、
社
会
的
背
景
・

病
院
経
営
努
力
を
も
っ
て
、
山
麓
７

カ
町
村
長
か
ら
申
し
出
を
し
た
上

で
、
最
終
的
に
描
い
て
い
た
姿
が
額

厚
生
病
院
に
つ
い
て

問
　

建
設
費
の
20
億
円
の
負
担
金
に

つ
い
て
、
昨
日
の
答
弁
で
建
設
費

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
別
途
協
議

す
る
と
聞
こ
え
た
が
、
金
額
は
増

え
て
も
減
る
こ
と
は
な
い
。
増
え

た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
厚
生
連
の

提
案
の
丸
呑
み
。
倶
知
安
町
も

５
億
円
が
20
億
円
に
な
っ
た
と
い

う
財
政
的
負
担
が
多
く
な
っ
た
こ

と
で
、
将
来
子
ど
も
た
ち
の
為
に

協
議
し
た
結
果
を
町
長
の
ご
答
弁

に
反
映
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

言
葉
は
悪
い
が
、
厚
生
連
は
町
村

に
１
０
０
％
出
し
て
く
れ
と
。
厚

生
連
が
負
担
し
な
い
理
由
と
い
う

の
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
明
確
に

答
弁
を
。
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坂
さ か い

井　美
み ほ

穂　議員

転ばぬ先のフレイル予防－地域全体で対策を

町長　実態に合った指導内容や事業を検討

問
　

75
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
フ
レ

イ
ル
健
診
が
来
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
。
地
域
で
高
齢
者
の
健
康
を

支
え
る
体
制
の
整
備
を
目
指
す
も

の
。
以
下
を
町
長
に
伺
う
。

①
健
診
後
の
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
な
ど
に
よ
る
指
導
の
充
実
。

②
フ
レ
イ
ル
健
診
の
際
で
の
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
の
テ
ス
ト
の
検
討
。

③
食
に
関
す
る
介
護
予
防
の
取
り

組
み
へ
の
検
討
。

④
介
護
予
防
と
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
の
事
業
の
関
係
性
。

⑤
町
と
し
て
の
健
康
教
室
の
取
り

組
み
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
。

町
長

①
③
④
に
つ
い
て
は
、
倶
知
安
町
の

高
齢
者
の
実
態
を
分
析
し
、
指
導

内
容
や
事
業
を
関
係
部
署
で
検
討
。

②
健
診
場
面
な
ど
で
効
果
的
に
行

う
方
法
に
つ
い
て
模
索
。

⑤
老
人
ク
ラ
ブ
で
フ
レ
イ
ル
予
防
な

ど
の
健
康
講
話
を
今
年
度
は
７
カ
所

で
実
施
。
運
動
指
導
士
の
派
遣
を

希
望
す
る
サ
ロ
ン
に
実
施
。

　

現
在
、
７
サ
ロ
ン
中
、
３
つ
の
サ

ロ
ン
か
ら
の
希
望
。

点
が
置
か
れ
る
。
日
常
的
に
介
護

予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
多
く

の
方
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
の
検

討
や
、
担
い
手
を
地
域
の
中
で
見

つ
け
、
住
民
に
よ
る
支
え
合
い
に

よ
る
持
続
可
能
な
取
り
組
み
の
検

討
が
必
要
で
は
。

町
長

　

実
態
の
分
析
と
合
わ
せ
て
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
検

討
し
て
い
く
。

問
　

災
害
時
の
的
確
な
避
難
の
対
策

で
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
な
ど
を
緊
急

車
両
に
配
備
す
る
な
ど
の
検
討
も

必
要
で
は
。

防
災
―
自
ら
守
る
　

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　

風
疹
拡
大
防
止
と
い
う
こ
と
で
、

今
年
４
月
か
ら
抗
体
検
査
と
予
防

接
種
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
ク
ー

ポ
ン
の
発
送
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
40
歳
か
ら
47
歳
の
男
性
を

対
象
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
積
極

的
な
拡
大
防
止
を
目
指
し
、
以
下

を
問
う
。

①
本
町
で
の
対
象
人
数
と
利
用
率
。

②
ク
ー
ポ
ン
券
の
周
知
と
利
用
促

進
と
の
利
用
率
向
上
に
向
け
た
対

策
。

問①
本
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
。

②
浸
水
域
が
わ
か
る
よ
う
な
標
識
・

表
示
の
検
討
。

③
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
教
育
。

④
外
国
人
や
耳
の
不
自
由
な
人
た

ち
へ
の
的
確
な
避
難
を
促
す
た
め

の
対
策
。

⑤
先
端
技
術
を
活
用
し
た
訓
練
や
、

よ
り
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災

体
制
の
強
化
。

④
宿
泊
施
設
の
防
災
体
制
の
把
握
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
器
で

文
字
表
示
の
も
の
を
貸
し
出
し
。

⑤
住
民
が
主
体
と
な
る
防
災
訓
練

や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
先
端
技
術
を
活

用
し
た
訓
練
な
ど
も
取
り
入
れ
た

い
。

教
育
長

③
危
機
管
理
室
と
も
連
携
し
、
学

校
に
お
け
る
さ
ら
な
る
指
導
の
充

実
に
つ
い
て
検
討
。

風
疹
拡
大
防
止
に
つ
い
て

町
長

　

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
活
用
も
含
め
、

よ
り
多
角
的
な
検
討
を
し
て
い
く
。

町
長

①
９
４
４
名
の
方
へ
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
行
。
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の

実
施
分
で
あ
る
４
カ
月
間
の
利
用
率

は
、
抗
体
検
査
は
12
・
５
％
。
抗
体

検
査
の
結
果
、
抗
体
を
有
し
な
か
っ

た
方
の
54
・
２
％
の
方
が
接
種
。

②
風
疹
予
防
の
重
要
性
の
啓
発
を

基
本
に
、
職
場
健
診
や
特
定
健
診

の
際
に
活
用
し
て
受
診
で
き
る
こ
と

な
ど
、
受
診
を
後
押
し
で
き
る
よ
う

周
知
の
工
夫
を
医
療
機
関
と
連
携

し
て
実
施
。

問
　

今
後
は
介
護
の
認
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
65
歳
以
上
の
全
て
の
高
齢

者
対
象
の
一
般
介
護
予
防
事
業
に
重

町
長

①
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
令
和

２
年
に
全
戸
配
布
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

②
今
後
、
導
入
を
検
討
。

③
先
進
地
の
例
を
参
考
に
検
討
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は

　

加
齢
に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え

た
状
態
の
こ
と
。
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冨
と み た

田　竜
た つ み

海　議員

明らかに足りていない町内の駐車場問題、町としての対応は

町長　車の所有者・事業者の責任で解決すべき問題

問
　

市
街
地
飲
食
店
街
と
ひ
ら
ふ
リ

ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
路
上
駐
車
問
題

に
対
す
る
現
状
認
識
と
駐
車
場
整

備
計
画
は
。

町
長

　

飲
食
店
街
の
路
上
駐
車
に
対
し

て
は
、
警
察
で
随
時
取
り
締
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
目
に
余
る
場

合
は
、
警
察
と
協
議
し
、
取
り
締

ま
り
強
化
依
頼
の
必
要
が
あ
る
が
、

本
来
車
の
所
有
者
、
車
で
来
客
予

想
さ
れ
る
事
業
者
の
責
任
で
駐
車

場
確
保
す
る
こ
と
が
第
一で
あ
る
。

　

駐
車
場
整
備
計
画
と
し
て
、
町

内
中
心
街
に
は
ま
と
ま
っ
た
町
有
地

も
な
く
、
駐
車
場
を
整
備
す
る
場

合
、
コ
ス
ト
的
に
無
理
が
あ
り
、
現

在
整
備
計
画
は
無
い
が
、
今
後
、

新
幹
線
新
駅
整
備
計
画
の
中
で
検

討
し
た
い
。

　

ひ
ら
ふ
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
で
は
、

観
光
客
と
事
業
所
従
業
員
に
よ
る

駐
車
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
昨
シ
ー
ズ
ン
、
ひ
ら
ふ
坂
に
お

け
る
駐
車
場
と
、
ひ
ら
ふ
坂
と
さ

さ
や
き
坂
を
結
ぶ
道
路
の
路
上
駐

車
が
交
通
障
害
の
原
因
と
な
っ
て
い

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
に
対
す
る
改
善

策
と
し
て
、
昨
シ
ー
ズ
ン
末
よ
り
、

倶
知
安
町
と
倶
知
安
観
光
協
会
・
ニ

駐車場不足が顕著、町の対応は

セ
コ
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

倶
知
安
警
察
署
で
対
策
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
ひ
ら
ふ
坂
に
つ
い
て
は
、

駐
停
車
禁
止
で
あ
る
旨
を
示
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
取
り
締
ま
り
が
強
化

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
　

町
内
の
事
業
者
数
、
通
勤
・
来

客
に
よ
り
必
要
な
駐
車
場
・
車
両

数
と
現
実
確
保
可
能
な
駐
車
場
数

に
、
開
き
が
あ
り
、
全
く
数
が
足

り
て
い
な
い
。
一
昔
前
は
、
車
が
な

く
て
も
生
活
で
き
、
住
居
兼
住
宅

も
多
か
っ
た
が
、
一
世
代
前
の
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
が
、
現
在
の
車
社
会

を
想
像
・
対
策
す
る
に
欠
け
て
い

た
。現
状
に
対
し
具
体
的
な
対
策
は
。

　

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
等
は
、
開
発

時
点
で
あ
る
程
度
の
見
込
み
客
数

や
従
業
員
数
等
が
把
握
で
き
る

が
、
施
設
に
対
す
る
駐
車
場
が
不

足
し
た
開
発
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
開
発
の
時
点
で
指
導
や
規
制

が
で
き
な
い
か
。

の
中
で
、
一
定
基
準
の
駐
車
場
を
設

け
る
よ
う
設
計
者
に
指
導
を
し
て
い

る
が
、
緩
和
要
件
が
あ
り
必
ず
し

も
守
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

町
内
の
路
上
駐
車
対
策
と

駐
車
場
整
備
計
画
に
つ
い
て

問
　

個
々
の
責
任
な
の
で
知
恵
を
絞
っ

て
考
え
ろ
。
そ
れ
は
仰
る
通
り
で

あ
る
が
、
町
と
し
て
駐
車
場
業
者

の
誘
致
や
私
有
地
の
開
か
れ
た
有

料
パ
ー
キ
ン
グ
へ
の
設
備
補
助
等
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
考
え
る
が
、

具
体
的
な
対
策
は
。

　

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
等
に
対
し
建

築
指
導
要
綱
の
中
で
指
導
を
し
て

い
る
と
の
事
だ
が
、
規
制
を
緩
め

て
許
可
が
さ
れ
た
例
と
理
由
を
具

体
的
に
。

町
長

　

具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
・
地
区
や
会
議
所
・
連
合
会
か
ら

相
談
が
あ
れ
ば
検
討
を
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
主
幹

　

建
築
指
導
要
綱
内
の
駐
車
場
確

保
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
室
数
を
３
で

割
っ
た
数
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、

宿
泊
客
も
様
々
な
形
で
来
客
す
る

場
合
が
あ
り
、
公
共
的
に
開
か
れ
た

施
設
で
は
２
割
低
減
基
準
が
あ
る
。

　

従
業
員
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
勤

務
先
へ
様
々
な
通
勤
形
態
が
あ
る
の

で
、
各
社
必
要
に
応
じ
て
設
け
て
頂

い
て
い
る
。

　

具
体
例
と
し
て
、
ス
カ
イ
ニ
セ
コ・

綾
ニ
セ
コ
等
、
公
共
的
に
開
か
れ
た

空
間
を
設
け
た
施
設
に
対
し
駐
車

台
数
を
緩
和
し
た
実
績
が
あ
る
。

町
長

　

い
ず
れ
に
せ
よ
時
代
に
関
係
な
く

事
業
者
や
車
の
所
有
者
の
責
任
で
あ

る
。
一
人
で
解
決
で
き
な
け
れ
ば
共

同
で
考
え
る
。
そ
れ
で
も
足
り
な
け

れ
ば
更
に
知
恵
を
絞
る
必
要
が
あ

る
。

　

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
等
に
お
い
て

は
、
既
に
倶
知
安
町
建
築
指
導
要
綱
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波
なみかた

方　真
ま こ と

如　議員

オリンピック開催について、この町の関わり方は

町長　本町においても、ビジョンを反映出来ればと考える

問
　

大
会
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、「
す
べ
て

の
人
が
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
、
一

人
ひ
と
り
が
互
い
を
認
め
合
い
、

そ
し
て
、
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
」

と
い
う
三
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
が

あ
る
が
、
こ
の
活
動
を
こ
の
ま
ち

で
も
意
識
し
て
行
う
べ
き
だ
と
考

え
る
。

町
長

　

全
て
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
自
己
ベ

ス
ト
を
記
録
で
き
る
大
会
の
実
現
、

世
界
中
の
人
々
が
多
様
性
と
調
和

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
共

生
社
会
を
育
む
契
機
と
な
る
よ
う

な
大
会
。
そ
し
て
、
成
熟
国
家
と

な
っ
た
日
本
が
世
界
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
変
革
を
促
し
、
そ
れ
ら
を
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
未
来
へ
継
承
し
て
い
く

も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

を
取
り
入
れ
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
選
手
育
成
に
役
立
て
て
い

け
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
や
実
行

委
員
会
、
各
関
係
団
体
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
考
え
方
・
姿
勢
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
上
で
も
大
変
有
用
な
発
想
な
の

で
、
今
後
の
倶
知
安
町
に
お
い
て

も
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
へ
の
波
及

や
考
え
方
、
精
神
的
な
も
の
、
ビ

ジ
ョ
ン
と
い
う
も
の
を
反
映
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

町
長

　

子
ど
も
の
目
線
か
ら
、
ど
う
や
っ

て
目
線
だ
け
で
な
く
参
画
し
て
ら
う

か
。
参
画
と
い
う
の
は
参
加
で
は
な

く
て
加
わ
っ
て
も
ら
う
、
物
事
を
決

め
る
上
で
も
考
え
る
上
で
も
、
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
、
特
に
高
校
生
ぐ
ら
い
に
な
る

と
、
か
な
り
子
ど
も
の
視
点
で
中
間

的
な
視
点
も
混
じ
っ
た
中
で
、
大
変

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
い

か
に
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
で
き
る
よ
う
な
事
と
い
う
の
は
、

全
て
の
分
野
に
お
い
て
、
知
恵
と

意
見
・
目
線
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

このまちにとって、積極的な関わりが期待される

問
　

こ
れ
は
ア
ス
リ
ー
ト
に
向
け
た
コ

ン
セ
プ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
町
長

も
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
ま
ち
の

つ
く
り
方
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

頂
き
た
い
。

　

多
様
性
と
調
和
、
そ
れ
は
ま
ず

で
き
る
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
よ

う
と
い
う
こ
と
が
、
調
和
を
と
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

　

未
来
へ
の
継
承
、
そ
れ
を
考
え

た
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
づ

く
り
の
参
画
を
推
進
し
て
み
て
は
。

　

そ
の
か
か
わ
る
人
全
て
が
き
っ
と

全
力
で
や
る
。
そ
れ
が
「
全
員
が

自
己
ベ
ス
ト
」
だ
と
私
は
考
え
る
。

町
長

　

コ
ス
ト
の
面
と
い
う
の
も
伴
う
の

で
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
今
後
、
も
っ

と
勉
強
し
、
研
究
し
て
、
そ
う
い
っ

た
時
に
は
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
方
針
を
決
め
て
い
き
た

い
。

東京2020大会ビジョン

問
　

国
が
推
進
し
て
い
る
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
構
想
、
そ
う
い
っ
た
働
き
も
し

て
み
て
は
い
か
が
か
。

組
み
込
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫

は
、
実
際
に
し
て
い
く
考
え
。
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森
もり

　禎
よ し き

樹　議員

小中学校・スポーツ施設の計画的整備で有効活用を

教育長　計画を立てて着実に出来るように努める

町
長

①
２
０
２
２
年
12
月
に
ス
キ
ー
の
町

宣
言
か
ら
50
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
。
改
め
て
ス
キ
ー
の
町
に
光
を
当

て
て
、
更
な
る
振
興
発
展
を
目
指

す
。

「
ス
キ
ー
の
町
」
と
し
て
の

　
　
　
ス
キ
ー
振
興
に
つ
い
て

問①
町
営
プ
ー
ル
は
大
規
模
か
、
建

て
替
え
か
、
除
却
か
。

②
各
施
設
の
照
明
は
今
後
、
L
E
D

照
明
へ
の
更
新
が
必
要
。
更
新
に

掛
か
る
経
費
は
幾
ら
か
。

　

ま
た
、
現
在
の
設
備
と
L
E
D

照
明
に
し
た
場
合
の
10
年
間
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
差
は
。

③
各
施
設
に
お
け
る
洋
式
ト
イ
レ

の
設
置
割
合
は
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
推
進
の
た
め
に
洋
式
ト
イ
レ
へ
の

改
修
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

教
育
長

①
こ
れ
ま
で
も
検
討
を
重
ね
て
き
て

い
る
が
、
多
額
の
費
用
を
伴
う
こ
と

か
ら
現
在
の
財
政
状
況
で
は
す
ぐ
に

取
り
掛
か
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　

ま
た
、
他
の
老
朽
化
し
た
町
有

施
設
の
整
備
計
画
等
と
の
兼
ね
合
い

も
あ
る
の
で
、
時
期
の
明
言
は
大
変

厳
し
い
。

②
学
校
教
育
課
所
管
で
は
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
は
全
て
L
E
D
照

明
。
現
在
、
全
て
の
小
中
学
校
で

更
新
経
費
の
見
積
も
り
を
業
者
に

依
頼
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
の
概
算
額
は
東
小
学

校
全
体
で
５
０
０
０
万
円
程
度
に
な

る
と
想
定
し
て
い
る
。
電
気
料
の
比

較
に
つ
い
て
東
小
学
校
を
モ
デ
ル
に

す
る
と
、
10
年
間
で
約
７
６
０
万

円
の
削
減
に
な
る
。

　

総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
・
柔

剣
道
室
の
L
E
D
照
明
へ
の
変
更

を
検
討
し
て
お
り
、
３
カ
所
の
更

新
費
用
の
概
算
額
は
約
１
億
円
の

見
込
み
。

③
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
洋
式

化
率
76
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

樺
山
分
校
・
倶
知
安
小
・
東
小
・

西
小
が
ト
イ
レ
を
改
修
し
洋
式
化

を
進
め
て
き
た
。

メインアリーナ・サブアリーナ・柔剣道室のLED化には約１億円の見込み

教
育
長

②
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
練
習

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
関
係
諸
団
体
と
連
携
を
一
層
深

め
、
本
町
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
一
流

選
手
を
育
成
し
、
２
０
３
０
年
の
開

催
が
見
込
ま
れ
る
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
、
複
数
の
選
手
を
送
り
込
み

た
い
。

③
新
た
な
も
の
を
立
ち
上
げ
る
と
な

る
と
予
算
の
関
係
も
か
な
り
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
今
後
、
十
分
協
議

し
な
が
ら
地
道
に
着
実
に
前
進
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
中
学
校
及
び
ス
ポ
ー
ツ

　
施
設
の
整
備
は
十
分
か
？

　

北
陽
小
は
ま
だ
半
数
が
和
式
だ

が
、
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
今
後
は
洋
式
化
の
検
討

を
進
め
る
。

　

総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
和

式
が
11
基
、
洋
式
が
４
基
と
な
っ
て

い
る
。
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
費

用
は
２
０
０
０
万
円
と
高
額
な
の

で
、
財
政
的
に
有
利
な
手
法
を
模

索
す
る
と
と
も
に
、
十
分
協
議
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問①
「
ス
キ
ー
の
町
宣
言
」
50
周
年

に
向
け
た
計
画
は
あ
る
か
。

②
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
は
検
討
し
て
い
る

か
。

③
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
の
有
効
活
用

が
必
要
で
は
。
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作
さ く い

井　繁
し げ き

樹　議員

町民に誤解を招かぬよう、丁寧な説明を

統括監　なるべく一般家庭には迷惑を掛けぬよう検討

問
　

利
用
が
集
中
す
る
年
末
年
始
の

実
績
と
し
て
、
給
水
量
の
最
大
値

並
び
に
処
理
量
の
最
大
値
、
あ
わ

せ
て
、
そ
の
日
時
と
時
間
帯
は
。

町
長

　

上
水
道
、
町
全
体
の
１
日
の
給

水
能
力
１
万
１
１
０
０
㎥
に
対
し
、

８
８
１
４
㎥
、
２
月
14
日
。

　

ま
た
、
山
田
地
区
の
１
日
の

給
水
能
力
２
９
２
５
㎥
に
対
し
、

２
９
２
４
㎥
、
１
月
１
日
、
時
間
帯

は
17
時
か
ら
22
時
。

　

下
水
道
、
町
全
体
の
１
日
の

処
理
能
力
６
６
０
０
㎥
に
対
し
、

６
１
４
９
㎥
、
12
月
26
日
、
時
間
帯

は
同
じ
く
17
時
か
ら
22
時
。

典型的なオーバーツーリズム、水道法の抜本改正を求めたい（ひらふ水管橋）

上
・
下
水
道
事
業
の
課
題

問
　

10
年
後
の
上
水
道
の
最
大
給
水

量
、
１
日
当
た
り
の
見
通
し
。

　

同
じ
く
下
水
道
の
最
大
処
理
量

の
１
日
当
た
り
の
見
通
し
は
。

問
　

水
道
法
の
解
釈
に
つ
い
て

①
第
二
条
第
２
項
、
戸
別
貯
水
槽

設
置
へ
の
協
力
、
給
水
制
限
な
ど

に
も
努
め
る
責
務
を
国
民
は
負
っ

て
い
る
は
ず
。

②
第
二
条
の
二
、
国
は
地
域
ご
と

に
必
要
な
援
助
に
努
め
る
責
務
を

負
っ
て
い
る
は
ず
。

③
第
十
五
条
、
正
当
な
理
由
、
客

観
的
理
屈
が
成
り
立
て
ば
、
給
水

の
義
務
は
な
い
は
ず
。

町
長

①
需
要
者
に
は
戸
別
槽
設
置
へ
の
協

力
、
節
水
の
協
力
を
求
め
て
い
く
必

要
は
あ
る
が
、
長
期
に
及
ぶ
給
水

制
限
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
急
激
な
開
発
に
対
応
す
る
援
助

と
し
て
は
、
決
し
て
十
分
と
は
言
え

ず
、
引
き
続
き
関
係
各
省
に
要
望

す
る
。

③
正
常
な
企
業
努
力
を
尽
く
し
て

も
、
水
の
供
給
が
物
理
的
に
不
可

能
な
場
合
は
拒
否
で
き
る
が
、
多
額

の
費
用
が
掛
か
る
と
い
う
だ
け
で
は

正
当
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
新
た
な
手
法
に

基
づ
く
事
業
規
模
が
試
算
さ
れ
、

老
朽
化
し
た
町
内
全
域
の
送
・
配

水
管
更
新
も
踏
ま
え
た
上
で
、
先

ず
は
水
道
利
用
加
入
金
の
精
査
、

そ
の
後
に
水
道
料
金
の
精
査
が
な

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長

　

財
源
措
置
の
支
援
を
、
積
極
的

に
国
や
関
係
機
関
に
要
望
し
、
新

た
な
手
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
続

け
る
が
、
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、

現
行
の
水
道
法
に
基
づ
い
て
、
指

問
　

水
道
料
金
等
の
精
査
に
つ
い
て

は
、
町
民
に
誤
解
を
招
か
ぬ
よ
う
、

丁
寧
な
説
明
を
。

統
括
監

　

な
る
べ
く
一
般
家
庭
に
は
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
な
方
向
性
で
検
討

す
る
。

町
長

　

上
水
道
は
、
町
全
体
で
は
１
日

１
万
４
３
０
０
㎥
、
山
田
地
区
は
最

大
６
１
２
０
㎥
。

　

下
水
道
の
最
大
処
理
数
量
は
現

在
推
計
中
だ
が
、
建
屋
内
の
系
列

施
設
を
増
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

８
８
０
０
㎥
ま
で
増
量
す
る
こ
と
は

可
能
。

問
　

60
数
億
円
の
想
定
事
業
が
唯
一
無

二
で
は
な
い
。
先
ず
成
す
べ
き
は
、

国
に
対
し
、
水
道
法
の
不
備
や
矛

盾
を
指
摘
し
つ
つ
、
本
町
の
現
状

に
理
解
を
頂
く
べ
く
努
力
を
し
、

新
た
な
手
法
を
検
討
す
べ
き
。

針
策
定
を
急
ぎ
、
町
内
全
域
の
施

設
更
新
も
踏
ま
え
た
水
道
料
金
等

の
精
査
を
進
め
、
財
政
基
盤
の
強

化
に
努
め
る
。

14



木
き む ら

村　聖
せ い こ

子　議員

町内高校のバス通学生にも支援を

町長　教育委員会と連携しながら解決策を検討したい

問
　

今
冬
は
ま
す
ま
す
タ
ク
シ
ー
利

用
が
難
し
い
状
況
。
早
急
な
地
域

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
交
通
弱
者
へ

の
支
援
が
望
ま
れ
る
。

①
A
I
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
や
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
マ
イ
カ
ー

送
迎
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
複
数

の
運
行
形
態
を
束
ね
る
シ
ス
テ
ム

（
M
a
a
S
）
を
実
証
実
験
か
ら
で

も
早
急
に
ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
か
。

②
町
内
高
校
の
バ
ス
通
学
生
は
時

間
的
規
制
や
費
用
負
担
な
ど
、
不

自
由
な
状
況
。
地
元
高
校
進
学
率

を
上
げ
る
た
め
に
も
、
交
通
費
助

成
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
も
っ
と
活
用

で
き
な
い
か
。

町
長

①
郊
外
地
区
の
交
通
実
態
調
査
内

容
が
決
ま
り
、
来
年
３
月
に
望
ま
し

い
交
通
体
系
の
見
直
し
が
出
る
。
マ

イ
カ
ー
送
迎
の
活
用
は
、
課
題
解

決
の
一つ
の
手
法
と
し
て
考
え
ら
れ

る
が
、
本
町
で
の
実
施
が
本
当
に
ふ

さ
わ
し
い
か
有
識
者
か
ら
意
見
を
聞

き
つ
つ
検
討
し
た
い
。

②
高
校
生
へ
の
バ
ス
料
金
の
補
助

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
町
民
か
ら
同
様
の
意
見
を
聞
い

て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
情
報
共

有
・
連
携
し
な
が
ら
、
解
決
策
を
見

い
出
す
べ
く
、検
討
し
て
い
る
途
中
。

問
　

変
化
が
速
く
、
前
例
の
な
い
事

案
に
対
応
す
る
た
め
、
行
政
機
構

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

①
子
ど
も
に
関
す
る
、
学
校
教
育

課
と
福
祉
課
部
門
、
保
育
園
、
児

童
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

同
じ
枠
で
取
り
組
む
こ
と
で
（
子

ど
も
課
の
よ
う
な
）、
ス
ム
ー
ズ
な

情
報
共
有
、
一
体
化
し
た
事
業
計
画

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。

②
土
地
開
発
・
整
備
に
関
す
る
、

ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
と
建
設
課

の
共
通
す
る
分
野
を
統
合
し
、
都

市
計
画
・
道
路
整
備
・
建
築
指
導

な
ど
情
報
共
有
や
監
視
に
つ
な
げ

て
は
ど
う
か
。

の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
を

中
心
に
、
見
直
し
が
必
要
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　

観
光
は
最
大
化
で
は
な
く
、
最

適
化
を
目
指
す
べ
き
。

　

自
然
環
境
や
社
会
的
・
文
化
的

な
影
響
、
イ
ン
フ
ラ
へ
の
負
荷
、
観

光
の
発
展
に
よ
り
誘
引
さ
れ
る
影

響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
取
り
組

み
が
重
要
。

　

リ
ゾ
ー
ト
地
区
な
ど
は
、
景
観

や
自
然
環
境
を
生
か
し
た
開
発
を

各
事
業
者
の
努
力
で
な
さ
れ
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
。

　

求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
る
か
見

解
を
伺
う
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
課
題
、　
　

　
　
　
量
と
質
の
バ
ラ
ン
ス

ニ
ン
グ
を
示
す
こ
と
が
肝
要
。

　

観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

観
光
視
点
の
都
市
計
画
的
手
法
へ

の
言
及
が
あ
り
、
観
光
担
当
の
ほ

か
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
当
者
も
入

り
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
に
行
き
わ

た
る
施
策
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
・

　
　
　
交
通
弱
者
の
支
援
を

行
政
機
構
の
考
え
方

町
長

①
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
日
頃
よ
り

鋭
意
行
っ
て
い
る
。
新
庁
舎
移
転
を

契
機
に
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
成
人
ま

で
一
貫
し
た
子
育
て
方
針
を
町
民
に

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
や
事
務
事
業
の
検
証
を

行
い
、
令
和
２
年
度
か
ら
具
体
的

な
検
討
作
業
に
着
手
す
る
。

②
よ
り
効
果
的
に
事
務
事
業
を
進

め
る
た
め
、
新
年
度
よ
り
組
織
体

制
の
見
直
し
を
行
う
。

　

景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行
の
準
備

町
長

　

観
光
資
源
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
を
超
え
る
と
質
が
保
た
れ

ず
、
観
光
産
業
の
共
倒
れ
に
陥
る

懸
念
が
あ
る
。

　

量
的
拡
大
で
は
な
く
、
閑
散
期

の
底
上
げ
に
よ
る
平
準
化
、
通
年

型
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
し
、
雇
用
の

安
定
・
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
姿
勢

を
貫
く
こ
と
が
大
変
重
要
。
景
観

や
自
然
環
境
、
提
供
で
き
る
イ
ン

フ
ラ
を
鑑
み
、
開
発
と
保
全
の
ゾ
ー

配水施設への負荷が懸念される（山田中区配水施設）
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古
ふ る や

谷　眞
し ん じ

司　議員

放課後児童クラブの未来像は

町長　希望する全児童が利用できること

問
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
未
来
像

と
実
現
に
つ
い
て
伺
う
。

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
未
来
像

を
示
し
て
頂
き
た
い
。

②
実
現
へ
向
け
て
の
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
・
課
題
・
施
策
・
工
程
を
示
し

て
頂
き
た
い
。

町
長

①
未
来
像
と
し
て
は
、
希
望
す
る

全
て
の
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
利

用
で
き
る
こ
と
が
本
事
業
の
到
達
点

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
実
現
へ
向
け
た
課
題
は
、
児
童
支

援
員
及
び
指
導
員
の
確
保
、
利
用

施
設
の
狭
隘
化
が
あ
る
。

　

児
童
支
援
員
、
指
導
員
確
保
で

課
題
と
な
る
の
は
、
雇
用
面
・
待
遇

面
は
町
の
非
常
勤
職
員
の
雇
用
規

定
に
準
じ
て
お
り
、
雇
用
条
件
に
折

り
合
い
が
つ
か
な
い
。
具
体
的
に
は
、

低
賃
金
で
雇
用
年
数
の
制
限
が
あ

る
な
ど
が
直
接
の
原
因
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

ま
た
、
各
学
校
内
の
余
裕
教
室

を
利
用
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

開
設
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
実
施
場
所
の
さ
ら
な
る
確

保
、
狭
隘
化
の
解
消
を
図
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
ま
ず

児
童
支
援
員
の
確
保
を
最
優
先
と

考
え
て
お
り
、雇
用
形
態
の
見
直
し
、

あ
る
い
は
一
部
業
務
の
委
託
も
視
野

に
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

新
た
な
実
施
場
所
の
確
保
と
し

て
、
学
校
敷
地
内
に
仮
設
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
も
検
討
で
き
る
が
、

費
用
の
比
較
や
、
費
用
対
効
果
、

あ
る
い
は
受
益
者
負
担
等
も
含
め

て
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
段
階
。

難
な
状
況
で
あ
り
、
住
居
表
示
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
住
居
表
示
の
導
入
に
当

た
り
、
条
例
の
制
定
や
審
議
会
の

設
置
、
地
方
自
治
法
の
字
名
変
更

な
ど
の
各
種
手
続
き
に
時
間
を
要
す

る
こ
と
。
街
区
割
の
た
め
の
現
地
調

査
、
図
面
作
成
、
住
所
設
定
の
た

め
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
修
。
専
任

の
職
員
配
置
な
ど
、
コ
ス
ト
が
非
常

に
掛
か
る
こ
と
。
ま
た
、
対
象
住

民
や
事
業
者
に
大
き
な
負
担
を
お

掛
け
す
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

ひ
ら
ふ
地
区
の
住
居
表
示

　
　
　
へ
の
変
更
に
つ
い
て

問
　

以
前
よ
り
、
ひ
ら
ふ
地
区
の
地

番
表
示
か
ら
、
皆
さ
ん
が
わ
か
り

や
す
い
住
居
表
示
へ
の
変
更
要
望

が
あ
る
。

　

地
域
防
災
、
緊
急
だ
と
か
救
急

に
対
し
て
わ
か
り
や
す
い
こ
と
と
、

来
町
者
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と

と
考
え
る
。
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　

住
居
表
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
街
化
に
伴
い
、
建
物
が
密
集
し

て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
土
地
の

地
番
と
は
別
に
、
建
物
に
番
号
を

付
す
こ
と
で
、
誰
も
が
迷
う
こ
と

な
く
安
心
し
て
目
的
地
に
た
ど
り

着
く
た
め
の
制
度
。

　

ひ
ら
ふ
地
区
は
新
た
な
建
物
が

建
築
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
シ
ー
ズ

ン
ご
と
に
店
舗
等
の
名
称
が
変
わ

る
建
物
が
多
い
な
ど
、
地
番
だ
け

で
は
所
在
を
特
定
す
る
こ
と
が
困

　

こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
が
、
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
滞
在
環
境
の
向

上
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
実
施
の
可
否
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
実
施
に
当
た
っ
て
の
基

礎
調
査
に
つ
い
て
新
年
度
に
行
う
か

ど
う
か
現
在
、
予
算
編
成
時
に
向

け
て
判
断
し
て
い
く
。

地番だけでは建物の特定が困難、課題はあるが住居表示の導入を検討すべき
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門
か ど た

田　淳
じゅん

　議員

タクシーの課題について、取り組むことができる政策は

町長　北海道運輸局の許可を得ながら
緩和できるような対応をしていく

例
第
66
条
で
、
深
夜
に
お
け
る
営

業
者
の
騒
音
防
止
義
務
と
し
て
、

違
反
行
為
に
よ
り
生
活
環
境
が
損

な
わ
れ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
違

反
行
為
の
停
止
な
ど
勧
告
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

警
察
署
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
第
一
と
し
て
、
飲
食
店

な
ど
の
業
界
団
体
や
町
内
会
の
皆

様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

②
地
元
飲
食
店
街
で
は
ど
の
よ
う

な
事
例
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
か
等
々
、
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
治
安
当
局
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

③
問
題
を
整
理
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
が
有
効
で
必
要
な
の
か
改
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長

①
法
令
や
同
法
律
に
基
づ
く
条
例

に
違
反
し
た
場
合
は
、
公
安
委
員

会
が
営
業
停
止
な
ど
の
処
分
が
で

き
る
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、

同
法
適
用
以
外
の
飲
食
店
営
業
に

つ
い
て
は
、
北
海
道
公
害
防
止
条

騒
音
・
治
安
維
持
の
対
策

問①
ま
ち
な
か
で
の
深
夜
の
営
業
騒

音
の
対
策
に
つ
い
て
。

②
こ
れ
か
ら
の
治
安
維
持
に
つ
い

て
の
対
策
は
。

③
飲
食
店
街
が
倶
知
安
町
生
活
安

全
条
例
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

実態把握も含め、騒音・治安維持の問題に目を向けるべき

町
長

　

札
幌
営
業
圏
の
岩
内
営
業
圏
の

拡
大
、
北
海
道
運
輸
局
の
許
可
を

得
な
が
ら
、
少
し
で
も
緩
和
で
き

る
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
。

に
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
移
動
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
、
郊
外
の
公

共
交
通
の
方
向
性
を
決
め
て
い
き

た
い
。

③
本
町
を
訪
れ
る
新
幹
線
や
バ
ス

利
用
者
の
利
便
性
を
考
え
た
交
通

体
系
と
乗
り
換
え
機
能
を
構
築
し

て
い
く
。

　

時
期
に
つ
い
て
は
、
駅
前
周
辺

整
備
の
状
況
や
、
新
幹
線
駅
施
設

の
整
備
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
バ
ス

事
業
者
や
関
係
機
関
と
運
行
計
画

を
協
議
し
て
い
く
。

問①
公
共
交
通
で
あ
る
路
線
バ
ス
の

便
数
や
タ
ク
シ
ー
の
台
数
な
ど
の

現
状
と
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
。

②
郊
外
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、

ま
ち
と
し
て
の
考
え
方
は
。

③
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
て
は
、

リ
ゾ
ー
ト
及
び
周
遊
観
光
に
訪
れ

る
利
用
者
の
二
次
交
通
を
ど
の
よ

う
に
、
い
つ
ま
で
に
構
築
し
て
い

く
の
か
。

町
長

①
一
般
的
な
タ
ク
シ
ー
の
所
有
台

数
は
町
内
業
者
で
30
台
、
町
外
業

者
は
８
台
の
う
ち
、
本
町
で
稼
働

し
て
い
る
の
は
２
、３
台
程
度
。

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
抜
本
的
な
業

務
員
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
、
国

の
制
度
を
活
用
し
た
二
種
免
許
の

取
得
支
援
を
羊
蹄
山
麓
の
町
村
と

連
携
し
て
継
続
す
る
と
と
も
に
、

路
線
バ
ス
で
は
バ
ス
事
業
者
が
実

施
す
る
生
産
性
向
上
事
業
の
支

援
、
外
国
人
観
光
客
の
利
用
増
加

を
図
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
バ
ス

路
線
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

②
生
活
行
動
の
実
態
把
握
、
既
存

の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
需
要
の

妥
当
性
を
分
析
す
る
た
め
の
調
査

準
備
が
終
わ
っ
た
調
査
結
果
を
基

域
内
交
通
・
地
域
間
の

　
　
交
通
体
系
に
つ
い
て

問
　

タ
ク
シ
ー
の
課
題
に
つ
い
て
、
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
政
策
と
い

う
の
は
あ
る
の
か
。
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田
た な か

中　義
よしひと

人　議員

「G20 北海道倶知安宣言」まちづくりにどう活かすか

町長  宣言を具体的な政策に反映させ続けることが重要

問
　

持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る

た
め
、
北
海
道
倶
知
安
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
。
現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
の
政
策
や
考
え
は
。

町
長

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て

本
町
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
こ
の

先
の
考
え
方
が
含
ま
れ
て
お
り
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を

強
く
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
感
じ
て
い

る
。
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お

い
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
と
エ
リ

ア
の
イ
ン
フ
ラ
供
給
や
地
域
景
観
保

全
の
考
え
方
を
示
す
整
備
、
開
発
、

保
全
の
方
針
を
定
め
て
い
く
。

　

観
光
の
利
益
を
民
と
官
の
連
携
に

よ
り
、
裾
野
の
広
い
観
光
関
連
産

業
を
通
じ
て
、
町
内
の
隅
々
ま
で
行

き
渡
ら
せ
る
事
を
目
指
し
て
い
く
。

宣
言
の
内
容
を
具
体
的
な
政
策
に

反
映
さ
せ
続
け
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

　

建
築
許
可
前
の
住
民
説
明
会
の

開
催
や
冬
期
間
の
工
事
自
粛
期

間
な
ど
可
能
な
部
分
に
つ
い
て
も

対
応
し
て
い
き
た
い
。

今
後
に
向
け
た
　

　
　
景
観
条
例
の
改
正
を

問
　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
過
剰

開
発
が
併
発
し
て
い
る
。
景
観
行

政
団
体
を
目
指
す
の
は
結
構
だ
が
、

宿
泊
総
量
の
規
制
根
拠
に
な
り
得

る
の
か
。
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発

に
伴
い
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
多
額

の
予
算
が
必
要
と
な
る
が
、
全
て

公
的
イ
ン
フ
ラ
で
カ
バ
ー
す
る
考

え
方
は
改
め
、
開
発
事
業
者
に
開

発
協
力
金
な
ど
を
求
め
る
べ
き
。

災
害
対
策
の
観
点
も
重
要
。
基
本

は
景
観
条
例
を
改
正
し
、
良
好
な

開
発
を
誘
導
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

そ
も
そ
も
同
条
例
第
４
条
の
「
景

観
法
第
２
条
の
基
本
理
念
及
び

本
町
の
景
観
形
成
指
針
に
基
づ
い

て
・
・
・
」
と
あ
る
が
、
き
ち
ん
と

条
例
運
用
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

　

景
観
行
政
団
体
に
指
定
さ
れ
た

事
に
よ
っ
て
、
総
量
規
制
が
で
き
る

と
い
う
直
接
単
純
的
な
も
の
で
は
な

い
。
計
画
を
定
め
、
倶
知
安
に
関

わ
る
全
て
の
人
が
指
針
に
基
づ
い
た

行
動
を
と
っ
て
頂
く
よ
う
、
と
い
う

事
。

　

開
発
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
開
発

区
域
内
の
居
住
者
が
便
益
が
あ
る

場
合
に
寄
付
を
求
め
る
事
例
が
多

い
。
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
を
要
す

る
と
考
え
る
。
観
光
公
害
に
対
応

す
る
実
効
性
を
持
た
せ
た
ル
ー
ル

化
、
条
例
見
直
し
の
際
に
検
討
し
た

い
。

ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
長

　

条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
景
観
形

成
指
針
は
こ
れ
ま
で
定
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
大
い
に
反
省
し
て
い
る
。
来

年
度
よ
り
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

索
道
事
業
者
は
直
営
以
外
の
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
や
ガ
イ
ド
事
業
者
、

零
細
事
業
者
に
対
し
規
制
を
か
け
、

一
部
事
業
者
は
独
占
的
状
態
を
作
っ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

雇
用
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
最
低
人

数
の
制
限
を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
場

施
設
で
の
顧
客
と
の
待
ち
合
わ
せ

誰
の
た
め
の
　

　
　
　
ス
キ
ー
場
な
の
か

禁
止
、直
営
ガ
イ
ド
の
み
パ
ウ
ダ
ー

滑
走
可
能
時
間
の
設
定
な
ど
、
独

禁
法
す
れ
す
れ
の
事
も
。
町
は
そ

う
い
っ
た
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。

町
長

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
把
握
し
き
れ

て
い
な
い
所
が
多
々
あ
る
。
先
ず
は

事
業
者
か
ら
の
話
を
聞
き
、
観
光

協
会
と
も
情
報
共
有
し
な
が
ら
町

と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

北海道倶知安宣言はこれからの観光の指針となる
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１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

■「所得税法第５６条の廃止を求める意見
      書」提出についての請願書審査

　過去２回、同内容で提出されてきた意見書であ
り、今回で３回目の審査となります。
　これまでは、意見書で指摘される不利益事項は認
められるものの、廃止を求めることにより他の条文
との整合性を欠く事になる等の判断から不採択とな
ってきました。
　なお、令和２年１月１５日付で請願者より本町議
会へ請願第２号の「請願取下申出書」が提出され、
１月２０日に開会された令和２年第１回臨時会にお
いて、請願の取り下げが認められました。

■ 宿泊税徴収に関する陳情書審査

　令和元年１１月２６日に宿泊税の特別徴収義務者の
一部より、徴収方法に関する緩和と定率制と定められ
ている課税方法に対し定額制も選択出来るように求め
る陳情書が提出されました。
　徴収方法の緩和について、ほぼ同内容の要望書が町
長宛に提出され、申告期限などの緩和を一定程度認め
る回答をしております。
　よって、この陳情書は定額制と定率制の選択を求め
ている事に重点を置いて審査しております。

■ 宿泊税について

　令和元年１１月１日より宿泊税の徴収が開始され
ました。民泊を含む宿泊事業者は、特別徴収義務者
として登録をする必要があります。１２月２３日時
点での登録率は９８．３％で５２３件中残り９件（う
ち民泊３件）が未登録。その多くが外国人非居住者
が対象となっており、税務課において精査を進めて
おります。
　委員から宿泊税納税に係る申請をインターネット
申告によるクラウド管理システム導入の提言も出さ
れております。倶知安町の特殊性を考慮し、特別徴
収義務者、倶知安町双方にとって効率的な新しい申
告方法を求めているところです。

総務常任委員会

常任委員会報告
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１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課及び福祉医療課の所管に
　関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 陳情書の審査

　本委員会で付託となった「『貸与型奨学金の抜本
的改革促進に関する意見書』上申に関する陳情書」
について審査を重ねた結果、委員会全会一致により
「採択すべきもの」と決定しました。
　その後の１２月定例議会において委員長報告の通
り採択されました。

■ ひらふ地域における温泉開発

　住民環境課より上記について報告を受けました。
　リゾート開発が進む同地区における掘削の急増に
よる温泉の枯渇化が懸念されるとして、道知事の諮
問機関「道環境審議会」に諮問し、来年度中に同地
区を「保護地域」などに指定するかどうか判断する
というものです。町は、道の動向を注視していくと
しています。

■ 小・中学校の英語授業の視察

　来年度からの文部科学省が示した新学習指導要領
では、外国語教育の充実が図られることになってい
ます。
　本町では、その移行期間として、平成３０年度か
ら外部委託による英語専門教員とアシスタントが巡
回指導し、英語の授業の先行実施をしています。
　各小学校では年間を通して、３・４年生で３５時
間、５・６年生で７０時間の実施を目標に授業を行
っています。
　本委員会では、１１月１１日に倶知安小学校５学
年と倶知安中学校１学年の英語科などの授業の参観
などを行い、実施状況を確認しました。

■ 幼児教育・保育の無償化

　子ども・子育て支援新制度における幼稚園、保育
所、認定こども園等の利用者負担額が１０月１日か
ら無償化となりました。
　３歳から５歳までのすべての子ども、０歳から２
歳までの子どもは住民税非課税世帯を対象として利
用料が無償化されました。
　通園送迎費、食材料費、行事費などは保護者の負
担、ただし、年収３６０万円未満相当世帯の子ども
と全ての未就学児の中で第３子以降の子どもの副食
費が免除されます。
　就学前の障がい児の発達支援についても無償化さ
れました。

■ 倶知安厚生病院整備と財政支援

　旧棟の建て替え問題に関り、倶知安厚生病院医療
機能検討協議会（会長 文字倶知安町長）と道厚生連
は１月２３日に「倶知安厚生病院整備及び財政支援
に係る協定書」を取り交わしました。
　「協定書」内容は、
①改築整備費用の全額（２８．２億円）を関係自治
体が負担することに合意する。
②不採算部門にかかる赤字補てん額を年２億円とし
て、関係自治体が令和３年度より支援することに合
意する。などです。
　本常任委員会は、ただちに委員外議員の出席も求
め全議員による委員会を開催しました。町長に、こ
れまでの財政支援要請にかかる経緯、「協定書」、
今後のスケジュール案などについて説明を求め、委
員・委員外議員からは質疑・意見が集中しました。
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１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道課の
　所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 請願書の審査

　請願第３号「無電柱化推進条例」及び「無電柱化
推進計画」に関する請願書が令和元年１２月定例議
会にて付託されました。
　請願者から請願内容を聴取したうえ、本町が「景
観行政団体」を次年度より目指すこととなり、景観
条例の見直しに今後着手することや、無電柱化に伴
う工法・設置費用などを鑑み審査を行っています。
　本委員会では、３月定例議会にて審査報告書を提
出するべく審査を進めています。

経済建設常任委員会 　本委員会は月２回を定例開催とし、必要に応じて随時
開催し調査を行っています。

■ 観光課関連

①観光振興計画・観光地マスタープラン検討会
　観光協会をはじめ観光関係者・住民等による検討
会を１１月に第５回、１月に最終回となる第６回目
を開催しました。
　検討内容を参考に観光地マスタープランが令和２
年度に策定される予定です。

■ まちづくり新幹線課関連

①旧胆振線跡地宅地造成工事
　工事が令和元年１１月末で終了し、移転対象者に
順次引き渡しを開始しました。１０月に開催した第
３回抽選会には参加者ゼロ、最終となる第４回抽選
会を２月２７日に予定しています。
　区画が残った場合は、新年度より一般公募に移行
するとのことです。
（１月末時点で残り１２区画販売予定）

②町道西３丁目南通・第１倶登山橋橋梁架け替え工事
　の契約変更
　柵渠撤去にあたり再利用を見込んでいたが廃棄処
分せざるを得ず産廃費用約２０万円と土砂仮置き場
から排水路をまたぐ追加管渠工事を合わせて、合計
約１１４万円を２月の第１回臨時議会で可決。

③新幹線工事の進捗状況
　１月１日現在の二ツ森トンネル（鹿子）工事は掘
削延長３１２７ｍ、進捗率は約６５．３％となりま
す。無対策土は２１万４０００㎥、対策土は５万５
０００㎥となり、ヒ素が検出されている対策土は大
和の受入れ地に搬入しています。
　また、羊蹄トンネル（比羅夫）工事は掘削延長４
３２ｍ、進捗率は約７．８％となります。現在のと
ころ自然由来の重金属は検出されていないとのこと
です。

■ 水道課関連

①ひらふ貯水池施設の設置
　当初は道路沿いに建設計画であった山田３号井戸
新設に伴う貯水池の設置について、景観・自然保護
上の観点から別の場所を選定するよう委員会にて指
摘していました。
　その後、１１月開催の委員会において半月湖駐車
場西側の民有地３２００㎡（８８万円）を取得した
こと（現ひらふ送配水所近く）、及び景観に配慮し
て改めて設計し直すと報告がありました。

②上水道増設費用
　ひらふ地区へ送水する上水道の整備及び更新費用
が概算約６５億円と説明がありましたが、委員会で
は別な整備方式の模索、各宿泊事業者による貯水槽
設備の設置など、あらゆる方面の検討をし直すよう
に求め、委員会においても整備方法や財政面におい
ての調査を継続していきます。

今後の水道関連の整備費が懸念される（山田低区配水池）
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特別委員会報告

　特別委員会とは、委員会のうち、必要のある場合や
特定のことを審査するために設置される委員会のこと
をいいます。

１．所管事項
　自衛隊駐屯地に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　門田　　淳　　副委員長　森下　義照
　委　員　森　　禎樹　　　委　員　佐藤　英俊
　委　員　鈴木　保昭

自衛隊駐屯地特別委員会

　自衛隊駐屯地特別委員会では、主に倶知安駐屯地へ
の自衛隊拡充に関する要望等の活動を行います。

１．所管事項
　議会に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　坂井　美穂　　副委員長　木村　聖子
　委　員　冨田　竜海　　　委　員　古谷　眞司
　委　員　笠原　啓仁

議会に関する特別委員会

　本特別委員会では、町民との意見交換会を設けるこ
とや議員・議会の資質向上について主に議論をしてお
ります。
　また、これからのICT化の対応や導入についても委
員会内で議論を重ねていきます。

新設

１．審査事件
　議案第１０号
　　第６次倶知安町総合計画基本構想及び基本計画の
　　策定について

２．委員構成（１５名）
　委員長　鈴木　保昭　　副委員長　原田　芳男
　委　員　冨田　竜海　　　委　員　坂井　美穂
　委　員　古谷　眞司　　　委　員　門田　　淳
　委　員　波方　真如　　　委　員　森　　禎樹
　委　員　佐藤　英俊　　　委　員　小川　不朽
　委　員　笠原　啓仁　　　委　員　田中　義人
　委　員　森下　義照　　　委　員　作井　繁樹
　委　員　木村　聖子

総合計画に関する特別委員会
新設

　本特別委員会では、令和元年第４回定例会の最終日
に付託された議案第１０号 第６次倶知安町総合計画
基本構想及び基本計画の策定について議論を重ねてい
きます。
　総合計画は、これからのまちづくりの基本的方向と
その実現のために各分野の施策等を明らかにするもの
です。
　また、本町の最上位計画に位置付けられる重要な計
画であることから、議会の議決を経て定めることにな
っています。

倶知安町の羅針盤となる総合計画、慎重審議が求められる
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今
年
の
倶
知
安
町
は
雪

が
大
変
少
な
く
、
１
月
20

日
ま
で
の
積
雪
は
64
㎝（
昨

年
同
日
で
１
２
３
㎝
）
で

す
。
平
年
の
52
％
に
と
ど

ま
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

ス
キ
ー
場
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
１
月
20
日
よ
り
花
園

に
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
ニ

セ
コ
H
A
N
A
Z
O
N
O

が
開
業
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
開
催
の
G
20

観
光
大
臣
会
合
の
会
場
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
世

界
で
最
上
級
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
で
、

大
型
の
会
議
室
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
11
の
飲
食
施
設

が
あ
り
ま
す
。

　　

さ
て
、
昨
年
12
月
の
定

例
会
で
は
２
つ
の
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。　
　
　

　

１
つ
目
の
特
別
委
員
会

で
は
、
第
６
次
倶
知
安
町

総
合
計
画
策
定
案
が
審
査

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
議
会
の
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

ま
す
。

　

各
議
員
は
、
倶
知
安
町

民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

風
邪
が
流
行
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

 

（
議
長　
盛
多　
勝
美
）

　
議
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

議会のQ＆A

　Q.倶知安町の定例会はいつ行われているの？

　A.倶知安町議会定例会は、毎年４回開催してい
　　ます。
　　倶知安町議会定例会規則により、３月、６月、
　　９月、１２月に開催されます。

　Q.定例会以外の主な活動は？

　A.主に常任委員会や特別委員会にて、審査・調
　   査を行っています。

      現在の倶知安町議会の常任委員会としては３つ、
　　特別委員会は４つがあります。

　Q.倶知安町議会の定数は何人ですか？

　A.現在の定数は１６人となっています。

　　「倶知安町議会議員の定数条例」において、定数
　　 を定めております。

　Q.会議録とは？

　A.会議の次第をそのまま記録した公文書　
　　で、議事運営を公認する書面又は電磁
　　的記録のことです。

　　定例会・臨時会の議事録は町ホームページ内
　　でも閲覧をすることが可能です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　Q.議員の権限はどのようなものがあるか？

　A.下記のような権限があります。

　会議における権限…
　　動議の提出権・発言権・表決権など

　会議外における権限…
　　議会（臨時会）の招集請求権・開議請求権・
　　議案提出権など

ここでは、議会に関する疑問や質問についてQ&A形式でいくつか掲載をしています。

「倶知安町寿大学新年のつどい」にて
（令和 2 年 1 月 28 日）
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町
民
の
広
場

　
後
期
高
齢
者
、

　
　
　
ス
マ
ホ
と
戦
う

長
な が お

尾　靖
やすとも

友 さん（７５歳）

　

平
成
28
年
末
、
ガ
ラ
携
が
壊

れ
た
。
し
ば
ら
く
は
我
慢
し
て

使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
愚
妻

と
二
人
、
交
互
に
病
院
を
出
た

り
入
っ
た
り
が
続
く
。
連
絡
の

取
り
よ
う
が
な
く
「
ま
ず
い
な
、

こ
れ
は
！
」
と
思
い
ス
マ
ホ
に

買
い
換
え
た
。

　

ホ
ー
ム
画
面
に
は
ア
イ
コ
ン

が
い
っ
ぱ
い
。
ア
イ
コ
ン
の
説

明
文
字
が
小
さ
す
ぎ
て
読
め
な

い
。メ
ー
ル
を
打
と
う
に
も
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
が
指
に
う
ま
く
反
応

し
て
く
れ
な
い
。
文
字
を
大
き

く
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
か
も

と
「
設
定
」
に
入
り
込
む
。
こ

こ
に
も
ま
た
訳
の
わ
か
ら
な
い

選
択
肢
が
い
っ
ぱ
い
。
ま
た
指

先
を
使
う
。
タ
ッ
チ
を
間
違
え

て
訳
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。　

　

こ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
る
内
に
イ
ラ
イ
ラ
が
募
っ
て

腹
が
立
っ
て
来
る
。
キ
レ
る
前

に
と
思
い
サ
ポ
ー
ト
に
電
話
。

い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く
れ
る
の

だ
が
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
言
葉

の
連
発
。「
ボ
ク
は
あ
な
た
に

つ
い
て
行
け
な
い
。
そ
ち
ら
で

設
定
し
た
り
直
し
た
り
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
？
迷
惑
メ
ー
ル

も
飛
び
込
ん
で
来
る
し
ネ
」
と

「
遠
隔
サ
ポ
ー
ト
」
と
や
ら
に

繋
い
で
貰
う
こ
と
に
し
た
。

　

今
は
時
間
だ
け
は
何
と
で
も

な
る
。
何
度
も
何
度
も
電
話
で

サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
。
電

話
の
向
こ
う
に
は
大
抵
若
い
女

性
（
多
分
）
が
出
る
。
何
度
で

も
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
。
こ

ん
な
老
人
の
相
手
を
す
る
な
ん

て
、
彼
女
の
仕
事
も
い
わ
ゆ
る

ブ
ラ
ッ
ク
だ
な
、
ハ
ァ
ー
！

　

終
わ
っ
た
ら
「
ご
迷
惑
か
け

ま
し
た
。
あ
な
た
方
も
こ
ん
な

高
齢
者
を
相
手
に
す
る
な
ん
て

大
変
な
仕
事
で
す
ね
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
。
ま
た
お
願
い
し

ま
す
ね
」。
彼
女
、「
ハ
ハ
ハ
、

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
！
」
と
別
れ

る
。
２
時
間
も
話
し
た
後
。
な

ん
だ
か
本
当
に
「
別
れ
る
」
が

ぴ
っ
た
り
の
言
葉
だ
。

　

倶
知
安
町
の
高
齢
者
人
口

３
７
５
９
人
、
内
後
期
高
齢
者

１
８
５
９
人
（
Ｒ
２
年
１
月
１

日
現
在
）。
高
齢
者
、
こ
こ
で

は
私
の
こ
と
だ
が
、
な
ん
で
も

変
わ
る
こ
と
が
怖
い
。
例
え
ば

昨
夜
、
枕
元
に
お
い
た
は
ず
の

本
を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
の
か
思

い
出
せ
な
い
。
昨
日
会
っ
て
し
っ

か
り
名
前
を
聞
い
た
の
に
も
う

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
生
懸

命
思
い
出
そ
う
と『
場
の
再
現
』

を
試
み
た
り
し
な
が
ら
自
分
の

脳
味
噌
と
戦
う
。
そ
れ
だ
け
で

苦
し
く
な
る
。

　

だ
か
ら
も
う
若
い
時
の
自
分

は
忘
れ
る
こ
と
に
し
た
。
私
の

老
人
性
と
戦
う
の
で
は
な
く
今

の
私
を
受
け
容
れ
る
こ
と
に
し

た
。
倶
知
安
は「
倶
に
安
き（
安

ら
ぎ
）
を
知
る
町
」
そ
し
て
「
子

ど
も
が
生
き
生
き
育
つ
町
、
大

人
が
豊
か
に
暮
ら
す
町
」。
み

な
さ
ん
、
も
う
し
ば
ら
く
お
付

き
合
い
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
）

編
集
後
記

　
「
倶
知
安
の
議
会
」、

表
紙
は
目
に
留
ま
り
ま
し

た
か
？
広
報
紙
を
手
に
し

て
頂
け
ま
し
た
か
？
数
枚

で
も
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て

頂
け
ま
し
た
か
？
興
味
が

わ
く
写
真
は
あ
り
ま
し
た

か
？
気
に
な
る
記
事
は
あ

り
ま
し
た
か
？
読
み
始
め

て
何
分
く
ら
い
経
ち
ま
し

た
か
ね
…
も
し
、こ
の
「
編

集
後
記
」
ま
で
お
読
み
頂

け
た
な
ら
ば
、
本
当
に
幸

せ
で
す
♡
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に

読
ん
で
頂
き
た
い
、
町
政

を
身
近
に
感
じ
て
頂
き
た

い
…
細
や
か
な
が
ら
、
毎

号
、
そ
ん
な
想
い
で
編
集

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

次
号
も
是
非
、
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
♪

     

（
委
員　

作
井 

繁
樹
）

議会を傍聴してみませんか？

　　議会は倶知安町役場庁舎 3 階の議場にて行われています。（定例会は 3 月・６月・９月・12 月の年 4 回）
　議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。
　　なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

　　　　　　　　連絡先　議会事務局（直通）：０１３６-56-8016
　　　　　　　　　　　　　　 メールアドレス：gikai@town.kutchan.lg.jp

　　　　　　　
第 1 回定例会は 3 月 9 日（月）から開会の予定です。
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